
第１回 嬉野市下水道審議会

令和７年８月４日



嬉野市下水道事業の種類

•水洗化人口 5,086人（対前年比較：167人）水洗化率：63.99％

①公共下水道事業

•水洗化人口 4,633人（対前年比較：△53人）水洗化率：82.25％

②農業集落排水事業

•水洗化人口 3,383人（対前年比較：289人）

③市営浄化槽事業
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※参考：行政区域内人口 24,360人（令和7年3月31日時点）



下水道事業会計の現状
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12,375千円

下水道使用料
183,698千円

そ
の
他

支払利息
76,323
千円

長期前受金戻入
216,088千円

維持管理費
309,930千円

純利益
35,795千

円

減価償却費
381,939千円

他会計補助金（繰入金）
391,826千円

国庫補助金
130,235千円

不足額
△157,676千円

企業債
356,900千円

建設改良費
（更新工事等）
247,863千円

企業債償還金
396,948千円

前年度からの
繰越留保資金
164,237千円

純利益
35,795千円

減価償却費等
199,099千円



前年度審議会での審議の内容
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下水道事業を安定的かつ持続的に運営するためには、
下水道使用料の改定が必要

経費回収率を80％以上、60,000千円の使用料増収とする使用料改定

使用水量 使用料（１㎥につき）税抜

基本使用料 1,000円

1㎥～10㎥ 100円

11㎥～20㎥ 140円

21㎥～40㎥ 190円

40㎥～ 230円

令和７年５月～料金改定実施

使用水量 使用料（１㎥につき）税抜

基本使用料 1,000円

11㎥～ 150円



下水道使用料の現状
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調定件数 公共 農集 浄化槽 合算

令和6年6月 2,203 1,614 933 4,750

令和7年6月 2,289 1,619 1,009 4,917

増減 74 5 76 155

下水道使用料
（円）税込

公共 農集 浄化槽 合算

令和6年6月 8,196,705 5,588,880 2,602,710 16,388,295

令和7年6月 12,054,361 7,282,308 3,720,838 23,057,507

増収額 3,857,656 1,693,428 1,118,128 6,669,212

改定率 47.1％ 30.3％ 42.9％ 40.7％

60,000千円の増収は、実現可能と見込まれる。



今年度審議いただく内容

嬉野市下水道事業経営戦略の改定見直し

経営戦略策定から３年が経過し、下水道使用料の改定や、社会情勢の変
化等に伴うコストの増加などを踏まえ、計画の見直しを行うとともに、
持続可能な事業運営に向けた様々な取組を進め、経営基盤の強化を目指
します。

■計画期間：令和８年度～令和１７年度（10年間）

「経営戦略」の策定・改定の更なる推進について（令和4年1月25日付け総務省通達）

令和８年度から、下水道事業の高資本費対策に係る地方財政措置については、
「経営戦略確認リスト」の必須項目を盛り込んだ経営戦略の改定を要件。
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令和7年度スケジュール

令和7年8月4日 第1回下水道審議会

令和7年10月7日 第2回下水道審議会

・経営戦略の内容を審議

令和7年10月中旬～11月中旬 パブリックコメント

令和7年11月25日 第3回下水道審議会

・答申

令和7年12月 議員へ報告

令和8年3月 嬉野市HP公表
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